
〒891-8293
大 島 郡 伊 仙 町 伊 仙 1 8 4 2
事務局☎（0997）86-3111
編　集　議会広報編集委員会
印　刷　㈲奄美新生社印刷

発行 伊仙町議会
第46号

いせん
だより議会

4月29日 瀬田海海浜公園にて海開きの様子

リニューアルしました！！
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議 会 だ よ り  い せ ん （ 2 ）議 会 だ よ り  い せ ん （ 3 ）

平成27年度一般会計予算56億2,397万4千円
（前年度と比較して9.3％の増です。）

平成２７年度　一般会計歳入歳出予算対前年度比較
（歳入）	 	 	 	 	 	 	 （歳出）	 	 	 	 	 （単位：千円，％）

款
平成２７
年度当初
予算額Ａ

構成比
％

平成2６年
度当初予
算額Ａ

構成比％
比較

Ａ−Ｂ＝
Ｃ

伸率
Ｃ/Ｂ
％

款
平成２７
年度当初
予算額Ａ

構成比
％

平成２６
年度当初
予算額Ａ

構成比
％

比較
Ａ−Ｂ＝
Ｃ

伸率
Ｃ/Ｂ
％

1 町税 292,648 5.2 284,448 5.5 8,200 2.9 1 議会費 93,725 1.7 93,611 1.8 114 0.1
2 地方譲与税 72,673 1.2 75,062 1.4 △	2,389 △	3.2 2 総務費 1,153,135 20.5 690,943 13.4 462,192 66.9
3 利子割交付金 368 0.0 368 0.0 0 0.0 3 民生費 1,338,594 23.8 1,367,563 26.6 △	28,969 △	2.1
4 配当割交付金 293 243 0.0 50 20.6 4 衛生費 586,071 10.4 548,713 10.7 37,358 6.8

5 株式等譲渡所得割交付金 1 1 0.0 0 0.0 5 農林水産業費 583,040 10.4 510,438 9.9 72,602 14.2

6 地方消費税交付金 47,209 0.8 44,412 0.9 2,797 6.3 6 商工費 58,684 1.0 102,085 2.0 △	43,401 △	42.5

7 自動車取得税交付金 5,600 0.1 6,100 0.1 △	500 △	8.2 7 土木費 333,033 5.9 379,781 7.4 △	46,748 △	12.3

8 地方特例交付金 221 0.0 1 0.0 220 22,000.0 8 消防費 187,466 3.3 172,897 3.4 14,569 8.4
9 地方交付税 2,930,958 52.1 2,935,041 57.1 △	4,083 △	0.1 9 教育費 395,570 7.1 393,370 7.6 2,200 0.6

10 交通安全対策特別交付金 1,600 0.0 1,600 0.0 0 0.0 10 災害復旧費 1,606 1,738 0.0 △	132 △	7.6

11 分担金及び負担金 58,115 1.0 54,660 1.1 3,455 6.3 11 公債費 888,049 15.8 877,806 17.1 10,243 1.2

12 使用料及び手数料 50,713 0.9 50,125 1.0 588 1.2 12 諸支出金 1 1 0.0 0 0.0

13 国庫支出金 509,061 9.1 535,447 10.4 △	26,386 △	4.9 13 予備費 5,000 0.1 5,000 0.1 0 0.0
14 県支出金 553,907 9.8 492,929 9.6 60,978 12.4
15 財産収入 9,148 0.2 9,276 0.2 △	128 △	1.4
16 寄附金 102 0.0 102 0.0 0 0.0
17 繰入金 156,593 2.8 129,317 2.5 27,276 21.1
18 繰越金 1 0.0 1 0.0 0 0.0
19 諸収入 49,463 0.9 44,413 0.9 5,050 11.4
20 町債 885,300 15.7 480,400 9.3 404,900 84.3

歳入合計 5,623,974 99.8 5,143,946 100.0 480,028 9.3 歳出合計 5,623,974 100.0 5,143,946 100.0 480,028 9.3

科目別歳入状況
（単位：千円）

科目別歳出状況
（単位：千円）

歳出
5,623,974

歳入
5,623,974

地方交付税
2,930,958
（52.1％）

国庫支出金
509,061
（9.1％）

県支出金

地方債
885,300

（15.7％）

自主財源
13.6％

依存財源
86.8％

町税
292,648
（5.2％）

｛地方譲与税　72,673（1.2％）　地方消費税交付金　47,209（0.8％）
利子割交付金　　368（−％）　自動車取得税交付金　5,600（0.1％）
配当割交付金　　293（−％）　地方特例交付金　221（−％）
株式等譲渡所得割交付金　1（−％）

繰入金　156,593（2.8％）　諸収入　49,463（0.9％）
使用料及び手数料　50,713（0.9％）　繰越金　1（−％）
分担金及び負担金　58,115（1.0％）　財産収入　9,148（0.2％）
寄附金　102（−％）

公債費
888,049

（15.8％） 総務費
1153,135
（20.5％）

民生費
13,338,594
（23.8％）

衛生費
586,071

（10.4％）

農林水産業費

土木費
333,033

消防費187,433
（3.3％）

教育費
395,570
（7.1％）

議会費　93,725（1.7％）

諸支出金　　1（−％）
予備費　5,000（0.1％）

災害復旧費　1,606（−％）

商工費　58,684（1.0％）
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平成２７年　第１回伊仙町議会定例会　全議案（会期３月１０日〜２０日）
議 案 番 号 議　　　　案　　　　件　　　　名 備 　 　 考
同 意 第 １ 号 伊仙町教育委員の選任 同 意
承 認 第 １ 号 鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び同組合の共同処理する事務の変更並びに組合規約の変更 可 決
承 認 第 ２ 号 伊仙町税条例の一部を改正する条例 可 決
報 告 第 １ 号 伊仙町第５次総合計画の策定 可 決
報 告 第 ２ 号 伊仙町障がい者計画及び第４期障がい福祉計画の策定 可 決
報 告 第 ３ 号 伊仙町高齢者福祉計画及び第６期介護保険事業計画の策定 可 決
陳 情 第 １ 号 「集団的自衛権の行使を容認する閣議決定の撤回決議」の採択を求める陳情書（総務文教厚生常任委員会へ付託） 継 続 審 査
議 案 第 １ 号 伊仙町長期継続契約とする契約を定める条例 原 案 可 決
議 案 第 ２ 号 伊仙町保育の必要性の認定に関する条例 原 案 可 決
議 案 第 ３ 号 伊仙町地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に係る人員及び運営に関する基準を定める条例 原 案 可 決
議 案 第 ４ 号 伊仙町指定介護予防支援等の事業の人員、運営等に関する基準を定める条例 原 案 可 決
議 案 第 ５ 号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備等に関する条例 原 案 可 決
議 案 第 ６ 号 伊仙町長等の給与の特例に関する条例 原 案 可 決
議 案 第 ７ 号 伊仙町行政手続条例の一部を改正する条例 原 案 可 決
議 案 第 ８ 号 伊仙町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 原 案 可 決
議 案 第 ９ 号 伊仙町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 原 案 可 決
議案第１０号 伊仙町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 原 案 可 決
議案第１１号 伊仙町観光公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 原 案 可 決
議案第１２号 伊仙町敬老祝金支給条例の一部を改正する条例 原 案 可 決
議案第１３号 伊仙町介護保険条例の一部を改正する条例 原 案 可 決
議案第１４号 伊仙町町営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例 原 案 可 決
議案第１５号 伊仙町歴史民俗資料館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 原 案 可 決
議案第１６号 伊仙町過疎地域自立促進計画の一部変更 可 決
議案第１７号 伊仙町有機物供給センターの指定管理者の指定 可 決
議案第１８号 町道の認定 可 決
議案第１９号 平成２６年度伊仙町一般会計補正予算（第６号） 原 案 可 決
議案第２０号 平成２６年度伊仙町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 原 案 可 決
議案第２１号 平成２６年度伊仙町介護保険特別会計補正予算（第３号） 原 案 可 決
議案第２２号 平成２６年度伊仙町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 原 案 可 決
議案第２３号 平成２６年度伊仙町簡易水道特別会計補正予算（第５号） 原 案 可 決
議案第２４号 平成２７年度伊仙町一般会計予算 原 案 可 決
議案第２５号 平成２７年度伊仙町国民健康保険特別会計予算 原 案 可 決
議案第２６号 平成２７年度伊仙町介護保険特別会計予算 原 案 可 決
議案第２７号 平成２７年度伊仙町後期高齢者医療特別会計予算 原 案 可 決
議案第２８号 平成２７年度徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会計予算 原 案 可 決
議案第２９号 平成２７年度伊仙町簡易水道特別会計予算 原 案 可 決
議案第３０号 平成２７年度伊仙町上水道事業会計予算 原 案 可 決

追加議案
議案第３１号 徳之島愛ランド広域連合規約の経費の支弁の方法に係る同広域連合規約の変更 可 決
議案第３２号 平成２６年度伊仙町一般会計補正予算（第７号） 原 案 可 決



伊
仙
町
総
合
体
育
館
に
隣

接
す
る
旧
町
営
プ
ー
ル

が
老
朽
化
し
て
お
り
、
現
在
も

水
を
張
っ
た
状
態
で
あ
る
。
転

落
防
止
等
の
安
全
性
を
考
慮
し

て
の
こ
と
だ
と
は
理
解
を
示
す

が
、
公
の
施
設
と
し
て
危
機
管

理
は
ま
ぬ
が
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
こ
の
プ
ー
ル
を
再
利
用
す

る
方
策
と
し
て
、
用
途
変
更
を

行
い
、
フ
ッ
ト
サ
ル
・
Ｂ
Ｍ
Ｘ

（
自
転
車
競
技
）
・
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
等
の
競
技
場
な
ど
の
若

年
層
の
健
康
増
進
に
役
立
つ
新

た
な
施
策
と
し
て
活
用
す
る
考

え
は
な
い
か
問
う
。

「
社
会
教
育

課
課
長
」
町

営
プ
ー
ル
は
平
成

４
年
度
完
成
し
、

現
在
23
年
が
経
過

し
て
い
ま
す
。
昨

年
度
ま
で
は
稼

動
し
て
い
ま
し
た
が
、
機
械
の

老
朽
化
が
激
し
く
、
ポ
ン
プ
の

修
理
費
用
や
、
そ
の
他
の
機
具

の
交
換
な
ど
、
多
額
の
費
用
が

か
か
る
た
め
稼
働
を
中
止
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
の
再
利
用
に

つ
い
て
は
、
町
の
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
書
を
作
成
し
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

平
成
27
年
２
月
19
日
付

け
の
奄
美
新
聞
に
、
奄

美
群
島
12
市
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
中
で
、
伊
仙
町
・
天
城

町
・
瀬
戸
内
町
の
３
自
治
体
の

み
議
会
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

製
作
さ
れ
て
い
な
い
と
掲
載
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
町

民
の
皆
様
よ
り
、
議
会
活
動
の

透
明
性
に
つ
い
て
厳
し
い
ご
意

見
も
い
た
だ
い
て
お
り
、
執
行

部
に
お
い
て
も
、
第
５
次
総
合

計
画
の
情
報
発
信
分
野
の
基
本

的
方
針
と
し
て
、
開
か
れ
た
行

政
、
情
報
公
開
と
い
う
方
針
も

立
て
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
議

会
並
び
に
執
行
部
が
と
も
に
情

報
発
信
を
円
滑
に
実
行
す
る
た

め
の
方
策
と
し
て
、
情
報
取
集

か
ら
発
信
に
至
る
ま
で
の
フ
ロ

ー
チ
ャ
ー
ト
を
策
定
し
た
上
で

行
い
、
さ
ら
に
こ
の
業
務
を
企

画
課
だ
け
で
担
当
す
る
の
で
は

な
く
、
各
課
の
事
務
分
掌
に
反

映
さ
せ
る
な
ど
生
き
た
情
報
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
発
信
す
る
な

ど
、
業
務
を
拡
充
す
る
考
え
は

な
い
か
問
う
。

「
企
画
課
長
」
伊
仙
町

の
総
合
計
画
に
お
い
て

も
重
点
施
策
と
し
て
観
光
情
報

発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の

課
題
、
目
標
等
を
掲
げ
て
お
り

ま
す
。
町
の
情
報
発
信
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
広
報
な

ど
の
各
媒
体
を
通
じ
て
行
っ
て

お
り
ま
す
。
議
会
関
係
に
お
い

て
も
、
議
会
中
継
や
、
議
会
だ

よ
り
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
、
議
会
の
開
催
案
内
等
を
お

こ
な
っ
て
お
り
、
町
内
外
の
方

に
広
く
伝
え
て
お
り
ま
す
。

第
５
次
伊
仙
町
総
合
計

画
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
情
報
発
信
）
の
中
で
、
出
生

率
１
位
。
子
宝
の
町
を
全
国
に

Ｐ
Ｒ
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

形
で
発
信
す
る
の
か
。
ま
た
27

年
度
は
国
民
文
化
祭
・
か
ご
し

ま
２
０
１
５
が
開
催
さ
れ
る
に

あ
た
り
、
伊
仙
町
で
は
闘
牛
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
今
後
ど
の
様
な
Ｐ
Ｒ

活
動
を
し
て
い
く
の
か
問
う
。

「
企
画
課
長
・
保
健
福

祉
課
長
」
子
育
て
支
援

に
つ
い
て
は
保
健
福
祉
課
管
轄

の
中
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

し
て
お
り
ま
す
が
、
21
年
度
か

ら
年
度
ご
と
に
出
生
数
・
支
援

金
等
は
掲
載
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
長
寿
・
子
宝
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
ア
ン
ケ
ー
ト
掲
載
等
も

検
討
し
て
い
ま
す
。
国
民
文
化

祭
・
か
ご
し
ま
２
０
１
５
に
お

い
て
は
、
中
央
公
民
館
が
中
心

と
な
り
、
文
化
会
の
中
で
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
３
町
で
作
成
し
、

配
布
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま

す
。
今
後
、
出
生
率
日
本
１
位

長
寿
・
子
宝
の
町
を
国
民
文
化

祭
・
か
ご
し
ま
２
０
１
５
闘
牛

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
と
共
に
全
国

へ
情
報
発
信
し
て
ま
い
り
ま

す
。

一
般
質
問

平
成
27
年　
第
１
回
定
例
会

議 会 だ よ り  い せ ん （ 4 ）議 会 だ よ り  い せ ん （ 5 ）

平　博人 議員

老
朽
化
し
た
町
営
プ
ー
ル
の
再
活
用

公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
書

を
作
成
し
、
今

後
検
討

議
会
活
動
の
透
明
性
及
び
開

か
れ
た
行
政
、
情
報
公
開

情
報
発
信
の
充
実

今
後
の
伊
仙
町
Ｐ
Ｒ
活
動
の

充
実

出
生
率
１
位
長
寿
・
子
宝
の
町

を
闘
牛
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
Ｐ

Ｒ
と
共
に
全
国
へ
情
報
発
信

問

問

答

答

問

答

旧
町
営
プ
ー
ル



新
路
線
開
拓
に
伴
う
主
な

要
請
活
動
に
つ
い
て
、

徳
之
島
全
体
の
活
性
化
を
施
策

と
し
て
、
観
光
客
並
び
に
帰
省

客
の
航
空
運
賃
の
軽
減
を
図
る

こ
と
で
、
島
の
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
は
航
空
会
社
の
搭
乗
率

で
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
今

後
も
大
き
く
期
待
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
さ
ら
な
る
交
流
人
口

増
加
に
資
す
る
為
に
は
、
徳
之

島
３
町
が
連
携
し
て
航
空
会
社

へ
要
請
活
動
を
継
続
的
に
行
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

ま
す
。
特
に
、
奄
美
・
成
田
間

を
就
航
し
て
い
る
バ
ニ
ラ
エ
ア

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
利
用
率

を
注
視
し
つ
つ
、
徳
之
島
と
本

土
間
の
新
路
線
を
開
拓
し
て
頂

き
、
帰
省
客
に
向
け
て
大
々
的

議 会 だ よ り  い せ ん （ 5 ）

格
安
航
空
バ
ニ
ラ
エ
ア
の
誘

致
活
動

に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
世
界

自
然
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
暁
に
は
、

交
流
人
口
増
加
に

よ
る
地
域
経
済
へ

の
相
乗
効
果
が
一

層
高
ま
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
徳
之
島

３
町
並
び
に
奄
美

群
島
航
空
・
航
路
運
賃
協
議
会

が
連
携
し
て
、
国
・
県
な
ど
へ

新
路
線
開
拓
に
伴
う
財
政
支
援

に
関
す
る
要
請
活
動
、
ま
た
格

安
航
空
会
社
バ
ニ
ラ
エ
ア
に
対

し
て
誘
致
活
動
を
行
う
こ
と
は

考
え
な
い
か
問
う
。

「
町
長
」
バ
ニ
ラ
エ
ア
効

果
が
、
奄
美
・
成
田
間

で
同
年
、
同
じ
時
期
に
比
べ
て

約
２
倍
の
１
０
０
％
増
の
状
況

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
効
果
は
、

徳
之
島
・
奄
美
便
の
中
に
も
、

現
在
顕
著
に
現
れ
て
い
る
状
況

で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
を
含
め
て
、
今
後
徳
之
島

３
カ
町
で
の
要
請
活
動
は
続
け

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
平
成
27
年
度
奄
美
交
付
金
事

業
で
は
、
奄
美
群
島
交
流
需
要

喚
起
特
別
対
策
事
業
と
し
て
、

大
都
市
圏
か
ら
奄
美
に
お
け
る

移
動
コ
ス
ト
の
軽
減
、
入
込
客

の
増
大
、
一
層
の
航
空
会
社
間

競
争
を
通
じ
、
成
長
サ
イ
ク
ル

の
構
築
を
推
進
す
る
こ
と
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
世

界
自
然
遺
産
の
保
全
と
継
続
的

利
用
を
考
慮
し
な
が
ら
、
観
光

振
興
を
促
進
さ
せ
る
奄
美
・
琉

球
世
界
自
然
遺
産
登
録
観
光
交

流
事
業
も
実
施
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
以
上
の
観
点

か
ら
交
流
人
口
の
増
加
が
予
想

さ
れ
、
徳
之
島
３
町
、
徳
之
島

空
港
利
用
促
進
協
議
会
と
連
携

を
取
り
、
さ
ら
に
民
間
融
資
に

よ
る
徳
之
島
航
路
運
賃
対
策
協

議
会
と
も
歩
調
を
合
わ
せ
な
が

ら
、
飛
行
機
の
ジ
ェ
ッ
ト
化
、

新
規
路
線
の
就
航
等
の
要
請
活

動
を
既
存
航
空
会
社
、
格
安
航

空
会
社
に
積
極
的
に
推
進
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ノ
ネ
コ
の
繁
殖
が
起
因
し

ク
ロ
ウ
サ
ギ
の
生
息
数

が
２
０
０
頭
足
ら
ず
と
の
新
聞

報
道
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
そ
の
よ
う
な
被
害
を
防
止

す
る
為
に
行
政
が
中
心
と
な
っ

て
ノ
ネ
コ
の
不
妊
手
術
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
、
野
山

に
帰
し
て
し
ま
う
と
、
ま
た
被

害
を
及
ぼ
す
こ
と
も
懸
念
さ
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
悪
循
環
を

断
ち
つ
つ
、
住
民
へ
の
自
然
保

護
に
対
す
る
啓
発
活
動
の
一
環

と
し
て
、
希
少
動
物
の
観
察
を

行
う
こ
と
や
、
琉
球
・
奄
美
群

島
の
自
然
遺
産
登
録
を
見
越
し

て
、
観
光
客
や
子
ど
も
た
ち
に

触
れ
さ
せ
る
た
め
の
自
然
保
護

セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
、
地
方
創

生
に
関
わ
る
交
付
金
を
活
用
し

て
行
く
旨
を
国
や
県
に
要
望
は

出
来
な
い
か
問
う
。

「
環
境
課
長
」
昨
年
か

ら
３
町
で
、
旧
徳
之
島

の
漁
港
跡
地
を
利
用
し
て
、
11

月
に
５
３
７
匹
、
今
年
１
月
に

６
４
１
匹
の
ノ
ネ
コ
を
避
妊
・

去
勢
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
動
物
基
金
に
よ

る
Ｔ
Ｎ
Ｒ
（
Ｔ
・
ト
ラ
ッ
プ
・

捕
ま
え
る
。
Ｎ
・
ニ
ュ
ー
タ

―
・
手
術
を
す
る
。
Ｒ
・
リ
タ

ー
ン
・
返
す
。
）
事
業
で
は
、

現
在
町
が
行
っ
て
い
る
の
は
野

良
猫
の
部
分
で
あ
り
、
ノ
ウ
サ

ギ
の
生
息
域
、
山
の
中
に
い
る

ノ
ネ
コ
に
関
し
て
は
、
現
在
３

町
の
方
で
は
対
応
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
環
境
省
の
方
で
は
、
山

の
中
の
ノ
ネ
コ
と
山
に
帰
せ
な

い
ネ
コ
は
、
環
境
省
が
対
応
し

て
い
ま
す
。
捕
ま
え
た
ノ
ネ
コ

は
、
山
に
帰
さ
ず
に
、
天
城
町

の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
方
で

現
在
飼
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
企
画
課
長
」
自
然
保
護
セ
ン

タ
ー
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
環

境
省
に
お
い
て
、
世
界
遺
産
地

域
の
利
用
に
関
す
る
拠
点
施
設

と
し
て
は
、
世
界
自
然
遺
産
の

価
値
に
つ
い
て
の
普
及
啓
発
・

遺
産
地
域
の
保
全
管
理
・
調
査

研
究
等
の
拠
点
施
設
と
し
て
情

報
の
収
集
と
蓄
積
発
信
を
行
う

「
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
」
。
自

然
と
密
接
に
か
か
わ
る
暮
ら

し
、
文
化
を
学
ぶ
為
の
案
内
、

解
説
を
担
う
施
設
、
自
然
、
文

化
を
活
用
し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
展
開
の
拠
点
と
な
る
「
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
」
等
が
予
想
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
以
上
の
よ
う

な
こ
と
を
鑑
み
、
維
持
管
理
費

美山　保 議員

問

問

答

答

徳
之
島
３
町
で
格
安
航
空
の

要
請
活
動
を
行
う

自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
を
整
備

国
、
県
に
要
請

ノ
ネ
コ
の
保
護
施
設
、
ク
ロ

ウ
サ
ギ
の
自
然
保
護
セ
ン
タ

ー
建
設

格安航空会社「バニラエア」



関
す
る
条
例
に
即
し
た
制
限
措

置
等
の
実
施
を
行
う
対
策
を
講

じ
て
い
る
の
か
問
う
。

「
税
務
課
長
」
伊
仙
町

税
等
の
滞
納
に
対
し
て

は
、
町
営
住
宅
の
入
居
、
町
有

牛
の
申
し
込
み
、
認
可
保
育
所

の
入
所
時
に
、
全
額
納
付
も
し

く
は
、
分
納
誓
約
書
の
提
出
が

な
い
限
り
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
な
い
対
策
等
を
講
じ
て

い
ま
す
。町

民
の
税
の
公
正
、
公
平

な
負
担
等
を
周
知
徹
底
す

る
こ
と
に
よ
り
、
収
納
率
を
上

げ
て
い
く
と
い
う
方
針
を
示
し

て
お
り
ま
す
が
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
て
い
く

の
か
各
課
に
問
う
。

「
耕
地
課

長
」
土
地
改

良
の
分
担
金
が
、

26
年
度
現
在
で

７
０
０
０
万
円
弱

程
度
の
滞
納
が
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
従
来

ど
お
り
夜
間
徴
収

を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
な
か
な
か
徴

収
率
の
向
上
に
は

議 会 だ よ り  い せ ん （ 6 ）

や
、
国
・
県
施
設
誘
致
等
で
の

経
済
効
果
や
、
交
流
人
口
の
増

加
等
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検

討
し
、
ど
う
い
う
施
設
が
本
町

に
と
っ
て
最
善
な
の
か
、
議
会

や
町
民
と
も
検
討
を
重
ね 

、

国
・
県
に
よ
る
施
設
整
備
を
要

請
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

昨
年
の
９
月
議
会
に
お
い

て
、
豪
雨
災
害
に
よ
る
集

落
排
水
路
の
設
置
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
が
、
そ
の
際
の
答

弁
で
は
、
建
設
課
・
耕
地
課
で

協
議
し
て
対
応
し
て
行
く
と
答

弁
さ
れ
た
が
、
今
年
も
梅
雨
時

期
や
台
風
な
ど
の
影
響
で
土
砂

が
宅
地
に
流
出
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
が
、
な
ぜ
対
策
を
講

じ
な
い
の
か
、
ま
た
今
後
の
対

応
、
対
策
に
つ
い
て
の
見
解
を

問
う
。「

建
設
課
長
」
26
年
９
月

議
会
で
も
お
答
え
し
ま
し

た
が
、
町
内
各
地
に
排
水
路
が

整
備
さ
れ
て
い
な
い
道
路
が
数

多
く
あ
り
、
ま
た
排
水
路
が
あ

っ
て
も
容
量
が
不
足
し
て
宅
地

や
農
地
へ
流
入
し
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

全
国
離
島
唯
一
の
私
立
高

校
で
あ
る
樟
南
第
二
高

等
学
校
は
昭
和
41
年
４
月
１
日

に
開
校
し
、
48
年
の
歳
月
を
経

過
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
校
舎

の
建
て
替
え
工
事
を
行
っ
て
お

り
、
天
城
町
で
は
、
昨
年
の
12

月
の
定
例
議
会
に
お
い
て
、
支

援
を
検
討
す
る
と
い
う
方
針
を

示
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
町
に

お
い
て
、
支
援
策
は
あ
る
の
か

問
う
。

　

質
問
で
も
あ
り
ま
し
た
目

手
久
集
落
の
件
に
つ
き
ま
し

て
は
、
排
水
路
新
設
約
２
５
０

ｍ
程
度
が
必
要
で
、
概
算
事
業

費
が
４
０
０
０
万
円
ほ
ど
必
要

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
流

末
の
県
道
の
下
流
へ
側
溝
が
あ

り
ま
す
が
、
幅
が
70
㎝
し
か
な

く
、
容
量
的
な
問
題
も
不
安
の

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
財
政

的
な
問
題
も
あ
り
、
で
き
る
だ

け
事
業
費
の
か
か
ら
な
い
工
法

を
検
討
し
、
将
来
的
に
財
政
が

安
定
す
れ
ば
、
補
助
事
業
な
ど

を
検
討
し
な
が
ら
、
年
次
的
に

本
格
的
な
排
水
路
工
事
を
行
え

る
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

豪
雨
災
害
に
よ
る
集
落
排
水

路
の
設
置

現
在
の
財
政
状
況
か
ら
困
難

問

「
町
長
」
樟
南
第
二
高
等

学
校
は
48
年
の
歴
史
が
あ

り
、
こ
の
間
多
く
の
卒
業
生
を

輩
出
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
全

国
唯
一
の
離
島
の
私
立
学
校
と

し
て
、
今
後
と
も
存
続
は
大
変

重
要
な
意
義
が
あ
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
３
町

で
ど
の
よ
う
な
形
で
支
援
し
て

い
く
か
な
ど
は
、
検
討
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

「
総
務
課
長
」
平
成
26
年
10
月

16
日
に
樟
南
第
二
高
等
学
校
の

学
園
長
・
校
長
・
副
校
長
が
伊

仙
町
に
来
庁
さ
れ
ま
し
て
、
校

舎
建
築
に
関
す
る
助
成
金
の

要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
現

在
の
伊
仙
町
の
財
政
面
に
お
い

て
、
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
回

答
し
て
あ
り
ま
す
。

徳
之
島
町
で
は
、
去
る

２
月
11
日
に
税
金
滞
納

者
か
ら
差
し
押
さ
え
た
物
品
を

入
札
に
か
け
売
却
す
る
公
買
会

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
徳
之
島
で
は
初
め
て
の
試

み
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
本
町

で
は
、
滞
納
者
に
対
し
て
、
伊

仙
町
税
等
の
滞
納
に
対
す
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
措
置
等
に

樟
南
第
二
高
等
学
校
の
支
援

支
援
を
検
討

町
税
等
の
滞
納
対
策

結
び
つ
い
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。

「
建
設
課
長
」
公
営
住
宅
の

家
賃
を
集
め
て
い
る
わ
け
で

す
が
、
１
月
現
在
を
見
ま
す

と
、
昨
年
の
徴
収
率
は
96
．
５

％
で
し
た
が
、
昨
年
度
と
比
べ

る
と
、
１
％
ほ
ど
伸
び
て
い
ま

す
。
ま
た
滞
納
分
に
お
い
て

は
、
昨
年
の
約
３
％
だ
っ
た
の

が
、
６
．
５
％
で
２
倍
強
に
伸

び
て
い
ま
す
。
保
証
人
へ
の
滞

納
通
知
や
、
勤
め
先
の
支
払
い

担
当
の
方
に
給
与
天
引
き
を
お

願
い
で
き
な
い
か
相
談
等
も
し

て
お
り
ま
す
。

「
水
道
課
」
滞
納
分
を
中
心
に

徴
収
率
ア
ッ
プ
の
た
め
に
給
水

停
止
な
ど
を
実
施
し
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
滞

納
分
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な

問
題
が
多
く
、
徴
収
率
が
な
か

な
か
上
が
ら
な
い
の
が
、
現
状

問

問 町
条
例
に
沿
っ
て
措
置

税
の
公
平
性
に
つ
い
て

答

問

答

答答

永岡 議員



の
結
果
並
び
に
来
年
度
以
降
の

開
催
時
期
に
つ
い
て
問
う
。

「
教
育
長
」
成
人
式
の
開

催
時
期
に
つ
い
て
は
、
来

年
成
人
を
迎
え
る
方
の
意
見
を

参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
社
会
教
育
課
長
」
成
人
式
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
結
果
を

見
ま
す
と
、
１
月
２
日
と
５
日

が
多
い
よ
う
で
す
。
教
育
委
員

会
と
し
ま
し
て
も
、
話
し
合

い
を
持
ち
ま
し
て
、
も
う
一
度

平
成
28
年
に
成
人
式
を
迎
え
る

方
々
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
直

し
て
、
４
月
末
ま
で
に
は
、
集

計
を
し
て
決
定
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

財
政
運
営
の
状
況
と
将
来

の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
に
基
金
が
枯
渇

し
、
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
る

が
、
今
後
の
財
政
運
営
上
、
町

税
、
使
用
料
等
の
値
上
げ
や
助

成
金
の
削
減
、
３
役
（
町
長
・

副
町
長
・
教
育
長
）
、
職
員
の

給
与
・
報
酬
カ
ッ
ト
は
考
え
て

い
る
の
か
問
う
。

「
総
務
課
長
」
町
税
、
使

用
料
、
手
数
料
等
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
各
課
へ
具
体

的
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
理

解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。
３
役
の
報
酬
に

つ
い
て
は
、
本
人
の
希
望
に
よ

り
平
成
26
年
度
の
予
算
に
お
い

て
は
20
％
カ
ッ
ト
で
予
算
措
置

を
し
て
お
り
ま
す
。

条
例
、
規
則
等
に
基
づ
く

事
務
処
理
が
適
正
に
執
行

さ
れ
る
よ
う
、
全
庁
的
な
指
導

や
、
研
修
を
実
施
す
る
よ
う
に

と
の
指
摘
で
あ
っ
た
が
、
適
正

に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
問
う
。

「
総
務
課
長
」
今
後
、
指

導
事
項
を
詳
細
に
検
討

し
、
職
員
へ
の
研
修
会
を
実
施

す
る
な
ど
、
適
正
に
事
務
処
理

が
行
わ
れ
る
よ
う
、
し
っ
か
り

行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

議 会 だ よ り  い せ ん （ 7 ）

県
の
事
務
担
当
に
よ
る
伊

仙
町
の
財
務
診
断
が
、
平

成
26
年
11
月
19
日
・
20
日
に
実

施
さ
れ
、
そ
の
報
告
が
あ
っ
た

が
、
指
摘
事
項
に
対
し
ど
の
よ

う
な
対
応
を
す
る
の
か
、
指
摘

事
項
ご
と
に
答
弁
を
求
め
る
。

予
算
編
成
に
お
い
て
、
収
支
の

見
通
し
な
ど
の
積
算
根
拠
を
明

確
に
せ
ず
、
感
覚
的
に
設
定
し

て
い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
問
う
。

「
総
務
課
長
」
平
成
27
年

度
の
予
算
編
成
に
お
い
て

は
、
平
成
26
年
度
当
初
予
算
の

90
％
で
予
算
要
求
し
て
あ
り
、

財
務
診
断
結
果
を
真
摯
に
受
け

と
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
町
長
」
私
は
、
行
き
当
た
り

ば
っ
た
り
と
い
う
言
葉
は
好
き

美島 議員

で
ご
ざ
い
ま
す
。
27
年
度
か
ら

は
、
こ
れ
以
上
滞
納
者
を
増
や

さ
な
い
た
め
に
も
、
現
年
分
を

中
心
に
徴
収
率
ア
ッ
プ
を
図
る

予
定
で
す
。
現
年
度
分
に
対
し

て
は
、
納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と

即
座
に
給
水
停
止
や
、
ま
た
同

時
に
口
座
引
き
落
と
し
を
進
め

る
な
ど
の
対
応
を
と
っ
て
い
ま

す
。

「
副
町
長
」
税
、
そ
の
他
料
金

の
滞
納
に
つ
い
て
は
、
私
も
思

い
は
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
な

か
な
か
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い

の
が
現
状
で
あ
り
、
差
押
え
ま

で
強
制
執
行
な
り
の
手
続
き
に

至
ら
な
い
の
が
現
実
で
ご
ざ
い

ま
す
。
現
実
に
で
き
る
手
段
を

し
っ
か
り
と
行
使
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
職
員
に

対
し
て
さ
ら
に
具
体
的
か
つ
現

実
的
な
対
応
を
求
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

成
人
式
を
１
月
５
日
に
開

催
す
る
こ
と
に
関
し
て
、

新
成
人
の
保
護
者
の
方
々
か

ら
、
仕
事
や
学
校
の
都
合
に
よ

り
、
出
席
で
き
な
い
と
の
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。
近
年
に
お
い

て
は
、
欠
席
さ
れ
る
方
が
数
名

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
年
開
催
さ
れ
た
本
町
の
成
人

式
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

問

答

成
人
式
開
催
日
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に

よ
り
検
討

で
す
。
長
い
時
間

か
け
計
画
を
立
て

て
実
行
し
よ
う
と

し
た
ら
、
計
画
は

ま
と
ま
ら
ず
、
い

ろ
ん
な
固
定
観

念
、
先
入
観
に
と

ら
わ
れ
て
い
く

と
、
硬
直
し
た
状

況
に
な
り
物
事
が

決
ま
ら
な
い
。
行

政
経
験
が
な
い
町

長
と
、
助
役
、
副
町
長
と
い
う

形
が
伊
仙
町
で
は
約
30
年
間
続

い
た
異
常
な
状
況
に
反
省
も
し

て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
事
務
事
業
に
つ

い
て
「
年
１
回
１
斉
」
に

効
果
、
達
成
状
況
、
必
要
性
等

に
つ
い
て
点
検
す
る
事
務
事
業

見
直
し
を
実
施
す
る
こ
と
に
つ

い
て
ど
う
す
る
の
か
問
う
。

「
総
務
課
長
」
平
成
27
年

度
事
務
事
業
に
つ
い
お
い

て
は
、
指
摘
の
と
お
り
、
点
検

を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

「
町
長
」
政
治
の
役
割
は
、
今

ま
で
常
識
的
に
考
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
と
職
員
に
は
判
断
で
き

な
い
状
況
が
多
々
あ
る
と
思
い

ま
す
。
知
恵
を
出
し
て
国
・
県

を
説
得
し
て
い
き
予
算
獲
得
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

伊
仙
町
財
務
診
断
結
果
に
つ

い
て問

問

問問

答

答

答答

平成27年　成人式の様子



年
の
12
月
議
会
で
１
６
０
万
円

計
上
さ
れ
て
い
た
が
、
裁
判
の

経
緯
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

問
う
。「

環
境
課
長
」
伊
仙
町

が
、
一
般
廃
棄
物
処
理
計

画
を
定
め
ず
に
、
新
規
許
可
を

出
し
た
こ
と
が
違
法
で
あ
る
と

の
訴
え
で
し
た
。
結
果
、
平
成

27
年
２
月
16
日
の
判
決
で
、
伊

仙
町
が
一
般
廃
棄
物
の
収
集
搬

送
業
の
許
可
を
出
し
た
こ
と
は

違
法
で
あ
り
、
取
り
消
し
の
判

決
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
副
町
長
」
条
例
、
規
則
等
に

つ
い
て
は
、
適
正
な
執
行
が
必

要
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
日
常
的
な
決
裁
で
指
導
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

財
務
診
断
に
お
け
る
指
摘

事
項
を
踏
ま
え
て
、
法
令

通
り
の
事
務
事
業
、
事
務
処
理

が
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は

町
長
の
責
任
は
重
大
で
あ
る
が

見
解
は
。「町

長
」
私
は
、
当
た
り

前
な
前
例
で
や
っ
て
き
た

つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

「
副
町
長
」
大
変
貴
重
な
議
論

が
で
き
た
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
あ
る
意
味
、
一
番
大
き
な

成
果
は
、
財
務
診
断
結
果
が
出

た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
そ
れ
を
議
員
の
皆
様
に
も

公
開
、
公
表
し
て
、
議
会
と
一

緒
に
考
え
て
い
く
と
い
う
足
場

が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
当
然
内
部
的
な
努
力

を
い
た
し
ま
す
が
、
県
の
市
町

村
課
に
お
願
い
し
て
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
的
な
診
断
を
し
て
い
た

だ
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
尿
処
理
業
者
と
の
裁
判

で
、
弁
護
士
委
託
料
が
昨

議 会 だ よ り  い せ ん （ 8 ）

鹿
児
島
県
で
初
め
て
「
国

民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま

２
０
１
５
」
が
開
催
さ
れ
本
町

で
は
「
闘
牛
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｉ
Ｎ

徳
之
島
」
が
開
催
さ
れ
る
が
、

闘
牛
協
会
側
と
の
線
蜜
な
打
ち

合
わ
せ
や
、
協
議
を
行
い
徳
之

島
の
闘
牛
文
化
を
更
に
発
信
す

る
チ
ャ
ン
ス
と
あ
わ
せ
て
、
今

後
も
闘
牛
文
化
を
衰
退
さ
せ
な

い
よ
う
行
政
側
の
支
援
も
必
要

と
考
え
る
が
町
長
の
見
解
を
問

う
。

「
町
長
」
本
町
で
の
開
催

日
は
、
10
月
31
日
土
曜
日

に
開
催
い
た
し
ま
す
。
午
前
中

は
、
徳
之
島
交
流
ひ
ろ
ば
ほ
ー

ら
い
館
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
闘
牛

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

午
後
６
時
か
ら
徳
之
島
な
く
さ

み
館
で
、
全
島
中
量
級
・
ミ
ニ

軽
量
級
優
勝
旗
争
奪
戦
闘
牛
大

会
が
行
わ
れ
ま
す
。
実
行
委
員

会
や
企
画
委
員
会
の
中
で
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
す
る
方
々

の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
闘
牛

し
尿
処
理
業
者
と
の
裁
判
に

つ
い
て

新
規
許
可
申
請
取
り
消
し

問

答

協
会
か
ら
も
委
員
と
し
て
参
加

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
実

行
委
員
会
か
ら
も
闘
牛
協
会
に

支
援
を
い
た
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
ま
で
に
、

東
部
地
区
の
老
朽
管
更

新
事
業
を
終
え
る
予
定
と
思
い

ま
す
が
、
財
政
的
に
ク
リ
ア

で
き
る
の
か
。
ま
た
今
年
度

も
１
億
５
６
０
０
万
円
も
基

金
を
繰
入
れ
し
、
公
債
費
も

８
億
８
０
０
０
万
円
と
上
昇
し

て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、

水
道
料
金
の
見
直
し
を
行
う
と

あ
る
が
、
近
隣
自
治
体
と
比
較

し
た
結
果
は
ど
う
か
問
う
。

「
水
道
課
長
」
平
成
26
年

度
よ
り
、
東
部
地
区
の
老

朽
管
更
新
事
業
、
浄

水
場
建
設
事
業
が
始

ま
り
、
平
成
28
年
度

に
は
完
了
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
国
庫
補

助
２
分
の
１
事
業
で

あ
り
、
残
り
は
起
債

で
賄
う
た
め
、
町
財

政
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
水
道
事
業
は
最

優
先
事
業
と
位
置
付

け
、
平
成
29
年
度
の
簡
易
水
道

と
上
水
道
事
業
の
合
併
統
合
に

向
け
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

水
道
料
金
は
、
徳
之
島
町
、
天

城
町
と
比
較
す
る
と
、
ほ
ぼ
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
両
町

と
違
い
水
脈
が
少
な
く
地
下
水

に
頼
り
が
ち
で
、
電
気
料
・
修

繕
費
等
に
多
額
の
予
算
が
必
要

で
す
の
で
、
今
後
水
道
料
金
の

見
直
し
は
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。徳

之
島
用
水
事
業
の
管
布

設
工
事
や
、
県
道
拡
幅
工

事
、
県
営
畑
総
事
業
の
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
布
設
工
事
な
ど
で
発

生
す
る
土
砂
や
石
を
町
外
に
廃

棄
し
て
い
る
が
、
町
内
で
発
生

し
た
建
設
副
産
物
は
、
町
内
に

廃
棄
場
所
を
指
定
し
、
処
理
す牧　徳久 議員

問

問

「
国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま

２
０
１
５
」
闘
牛
フ
ォ
ー
ラ

ム
Ｉ
Ｎ
と
く
の
し
ま
開
催
は

徳
之
島
の
闘
牛
文
化
を
実
に

発
信
す
る
チ
ャ
ン
ス

国
民
文
化
祭
は
国
内
最
大
級

の
文
化
の
祭
典

東
部
地
区
の
老
朽
管
更
新
事

業
を
財
政
的
に
ク
リ
ア

答

問

水
道
事
業
は
最
優
先
事
業

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け

不
法
投
棄
対
策
を

答

問答

有
機
物
供
給
セ
ン
タ
ー
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町
道
西
朝
戸
具
線
の
排

水
路
は
、
昭
和
50
年
ご

ろ
に
建
設
さ
れ
、
築
40
年
近
く

が
経
過
し
、
老
朽
化
が
ひ
ど
く

一
部
区
間
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁

が
決
壊
し
、
使
用
不
能
寸
前
の

と
こ
ろ
も
あ
り
、
大
変
危
険
な

状
況
で
す
。
ま
た
、
排
水
路
に

は
蓋
板
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
衛
生
的
に
も
非
常
に
悪

い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
路

線
は
中
伊
仙
集
落
の
主
要
道
路

で
あ
り
、
児
童
生
徒
の
通
学
路

に
も
な
っ
て
い
る
た
め
、
環
境

浄
化
と
安
全
対
策
の
観
点
か
ら

も
早
急
な
改
善
が
必
要
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。
本
年
度
か
ら
始
ま

る
第
５
次
総
合
計
画
で
は
、
平

成
30
年
度
に
事
業
計
画
と
な
っ

て
い
る
が
、
危
険
度
を
再
確
認

の
上
、
前
倒
し
で
事
業
を
実
施

し
、
地
域
住
民
の
不
安
解
消
は

で
き
な
い
の
か
問
う
。

「
総
務
課
長
」

現
在
の
財
政
状
況
を
考
え

る
と
第
５
次
総
合
計
画
を
前
倒

し
で
実
施
す
る
の
は
厳
し
い
と

べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
関
係
機

関
へ
の
働
き
か
け
は
で
き
な
い

か
問
う
。「

耕
地
課
長
・
建
設
課

長
」
徳
之
島
用
水
事
業
の

工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
工
場

に
係
る
運
搬
費
縮
減
の
た
め
、

工
事
施
工
箇
所
の
近
隣
地
を
条

件
に
、
そ
の
発
生
土
を
運
搬
す

る
た
め
に
10
ｔ
ダ
ン
プ
が
安
全

に
侵
入
し
得
る
箇
所
を
選
定
。

県
の
農
村
整
備
課
も
、
お
お
む

ね
同
じ
よ
う
な
見
解
で
あ
り
ま

し
た
。
県
道
拡
幅
工
事
に
伴
う

発
生
土
砂
は
な
る
べ
く
現
場
内

で
有
効
利
用
し
、
搬
出
の
抑
制

に
努
め
て
い
る
。
他
の
地
区
へ

流
用
す
る
場
合
は
、
年
２
回
開

催
さ
れ
る
徳
之
島
地
区
建
設
副

産
物
対
策
連
絡
協
議
会
に
お
い

て
、
関
係
機
関
と
調
整
し
た
上

で
流
用
先
を
選
定
。
建
設
発
生

土
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

基
幹
作
物
で
あ
る
、
さ
と

う
き
び
の
増
産
に
対
し
、

昨
年
度
は
国
の
増
産
基
金
事
業

を
導
入
し
、
種
苗
・
堆
肥
・
肥

料
等
を
３
分
の
２
補
助
す
る
と

い
う
形
で
行
っ
た
結
果
、
さ
と

う
き
び
生
産
農
家
は
、
生
産
意

欲
が
高
揚
し
、
さ
と
う
き
び
増

産
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
の

効
果
を
踏
ま
え
て
次
年
度
以
降

も
農
家
に
直
接
恩
恵
の
あ
る
事

業
を
継
続
で
き
な
い
か
問
う
。

「
経
済
課
長
」
近
年
の

台
風
や
害
虫
被
害
に
よ

り
、
生
産
量
・
生
産
額
と
も
に

減
少
し
、
農
家
の
生
産
意
欲
が

低
下
す
る
中
、
増
産
基
金
事
業

を
活
用
し
、
面
積
、
生
産
量
増

加
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
特
に
平
成
26
年
度
に
お

い
て
は
、
植
え
付
け
資
材
、
肥

料
等
の
３
分
の
２
を
助
成
し
、

ま
た
経
営
が
厳
し
い
生
産
農
家

に
と
っ
て
は
、
経
費
の
削
減
が

図
ら
れ
た
の
に
加
え
、
安
定
生

産
の
た
め
引
き
続
き
平
成
27
年

度
に
お
い
て
も
継
続
要
望
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と

お
も
い
ま
す
。

政
府
が
進
め
る
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
地
方
創
生

総
合
戦
略
」
の
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
唯
一
伊
仙
町
に
あ
る
前

泊
漁
港
の
未
整
備
個
所
を
整
備

す
る
こ
と
を
盛
り
込
み
、
悪
天

候
時
に
備
え
た
対
策
と
し
て
前

泊
漁
港
を
漁
船
の
緊
急
避
難
港

と
し
て
指
定
す
る
考
え
は
な
い

か
問
う
。「

建
設
課
長
」
地
方
創
生

総
合
戦
略
は
ソ
フ
ト
事

業
的
な
も
の
が
主
で
、
も
し
ハ

ー
ド
事
業
が
採
択
さ
れ
た
と
し

て
も
今
の
起
債
事
業
と
同
じ
で

あ
る
。
緊
急
避
難
港
は
県
内
で

も
大
泊
港
と
古
仁
屋
港
し
か
な

く
、
指
定
す
る
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
条
件
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
前
泊
港
の
未
だ
整
備
さ
れ

て
い
な
い
中
間
部
分
に
お
い
て

は
、
毎
回
指
摘
を
受
け
て
い
ま

す
が
、
財
政
状
況
を
見
極
め
な

が
ら
財
政
が
好
転
し
て
か
ら
も

う
一
度
検
討
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

問

問

徳
之
島
地
区
建
設
副
産
物
対

策
連
絡
会
議
へ
の
提
案

さ
と
う
き
び
生
産
農
家
の
生

産
意
欲
高
揚
を

前
泊
漁
港
を
緊
急
避
難
港
と

し
て
指
定

長
期
的
な
整
備
を
検
討
す
る

余
地
は
あ
る

増
産
基
金
事
業
を
継
続
要
望

答

答

答

思
い
ま
す
。
現
地
を
再
確
認
の

上
、
本
格
的
な
補
助
事
業
と
し

て
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
、
ま
た
随
意
契
約
程
度
の

賃
金
や
材
料
費
等
で
で
き
な
い

の
か
し
っ
か
り
調
査
を
し
、
ど

う
対
応
し
て
い
く
の
か
庁
舎
内

で
決
定
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

環
境
浄
化
と
安
全
対
策
に
つ

い
て
早
急
な
改
善
を

第
５
次
総
合
計
画

に
お
い
て
現
地

調
査
を
し
た
上
で

計
画
を

問答

上木　千恵造 議員

前泊漁港

排水路のコンクリート壁が一部決壊
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?

●今回は①である，教育分野と観光分野について，追跡してみたいと思います。
※一部を掲載しています。その他の調査結果は，町ホームページ→暮らし情報→議会事務局の中に掲載しております。

１．前祝いや熱狂的に太鼓やラッパ，指笛を鳴らし，手舞い・足舞いを演じる光景は，４００年以上も
　続く徳之島の闘牛が，全国の闘牛開催地（７県９自治体）のなかでも特長があり，「日本一」と思わ
　れますが，この伝統・文化を後世へ継承するために各町の文化財指定にするよう徳之島闘牛連合会か
　ら要望されているが，その後どうなっているのか問う。（第１回定例会　牧議員の一般質問）

↓（その後）
平成２６年５月１日より，闘牛文化「牛なくさみ」として伊仙町無形文化財に指定されました。

２．町長は，「子宝の町」「長寿の町」を宣言しており，空港も「徳之島子宝空港」になりました。こ
　のことについて，出生率日本一を誇示するためにも，子育て支援に力を入れてほしいとの町民の声が
　あります。これに伴い義務教育にも，更に力を入れる必要はないか。また，里親制度について，どの
　ような考えをもっているのか町長の見解を求める。（第３回定例会　美島議員の一般質問）

↓（その後）
平成２７年度４月より，「ふるさと留学制度」を実施。

どうなった?
あの一般質問の行方は…

平成２６年に行われた定例会で通告された一般質問を追跡調査し，随時掲載
して参ります。

●まず初めに平成２６年通告された一般質問は，重複もありますが，149項目ありました。
内訳
　第１回定例会　６名　５３項目　　第２回定例会　６名　３０項目
　第３回定例会　５名　３３項目　　第４回定例会　６名　３３項目　　計１４９項目

●１４９項目の進捗状況を「○△×」で評価し，進捗状況率を出してみました。
　（○：改善もしくは完了済　△：計画策定済　×：未着手及び進展なし）
○→７０項目　４７％　　△→６７項目　４５％　　×→１２項目　　８％
　※このような結果となりました。

●次に、分野（課）ごとに分けてみると
①　教育（社会教育課・教育委員会など）分野１７項目　観光（企画課など）分野３１項目
②　財政（総務課など）分野４０項目　租税（水道料・税務課・保健福祉課など）分野４項目
③　環境衛生（水道課・環境課など）分野７項目　建設（建設課など）分野１７項目
④　農業（耕地課・経済課など）分野３３項目
　※　このような結果となりました。財政分野はもちろん本町の主幹産業である農業についての質問
　　が多いようです。

　このように，分野ごとに掲載して参りたいと思います。
　次回は，②財政分野と租税分野について調査を行い，掲
載して参りたいと思います。
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あなたの声が
　地域を変える 声町民の

伊仙町役場　松岡由紀さん　東京都出身
（インタビュー者：牧　徳久議員）

伊仙町に暮らして感じること
●　「泉重千代翁と闘牛」程度の認識で，初めて徳之島に足を踏み入れてかれこれ12年。伊仙町に移住して10年目を迎
　えますが，最初に感じた直感通り，今の日本の置かれた状況や課題に対して，伊仙町が最先端の地となりつつあること
　を肌で感じます。
●　生活者としては，島の方々の懐の深さや暮らしの知恵に，家族共々生かされ，学ばさせてもらっていると感じていま
　す。

伊仙町をPRするために必要と感じること
●　歴史・自然環境・長寿・子宝・闘牛など，世界レベルでPR出来る要素はいくつもあり，他の市町村と比較すれば，
　際立った強みを持った地域だと思います。
●　発信する側の意識が，内側の常識をなかなか打ち破れずに，発信する対象や目線が内向き過ぎることが課題だと思い
　ます。
●　伝えたい相手は島の人なのか，同郷の人なのか，日本の人なのか，世界なのか，そこを明確にして発信手段を変化さ
　せる必要があると思います。

伊仙町議会に対しての要望など
●　ネット中継も始まり，情報開示も進み，以前より身近になった印象があります。
●　国全体の問題でもありますが，人口の半分を占め，子育てや家庭生活を主に担う女性の声を，どのように反映する
　か，そこは課題だと思います。
●　子供議会も含め，質疑のなされた事柄のその後の検証をフィードバックしてもらえると，議会に対する町民の関心も
　高まると思います。

今後の伊仙町に期待すること
●　時代は巡り，都市に追いつけ追い越せの精神はもう不要だと思います。伊仙の強みを意識するには，住民の地域に対
　する誇りが必要であり，そのためには，もっともっと伊仙のこと，徳之島のことを知るのがベストです。
●　その上でPRの項でも書いたような具体的特性を施策に生かしつつ発信してほしい。
●　数字としての子宝は実証されています。これからは子供達への教育の質を高める必要があるのでは？

一言
　地方創生の掛け声のもと，伊仙町の子宝の実態や施策は
国からも注目を浴びています。子宝は，これからも伊仙町
の大きな看板になると感じつつ，子供を学校へ送るように
なってから，親として子供達の学習や生活へ，どこまで目
が届いているか，不安に感じる場面も経験しています。
　徳之島での子育てのし易さは抜群です。あとは高い見識
を持った大人になるための深い教養を，島に居ながらにし
てどのように習得するか，そんなことを日々考えていま
す。
　今回は育休中の一町民の立場で書かせて頂きました。来
年職場に復帰後は，自らここに書いたことを率先して実践
する側に戻りますので，その際には宜しくお願いします。

　このように広報委員会におい
て「町民の声」としてインタ
ビューを行って参ります。
　インタビューの内容において
は様々です。
　掲載を希望する方がいらっ
しゃいましたら，次回担当であ
ります福留議員もしくは議会事
務局まで御連絡下さい。

声

声

声

声

声

町
民
の声

インタビュー
「町民の一言いわせて」募集



　

町
民
の
皆
様
、
毎
日
お
疲
れ
さ
ま
で
す
。

　

多
忙
を
極
め
た
、
さ
と
う
き
び
の
収
穫
や
バ
レ
イ
シ
ョ
の
掘
取

り
作
業
も
終
了
し
、
一
息
つ
い
て
い
る
所
か
と
推
察
申
し
上
げ
ま

す
。

　

幸
い
に
し
て
、
今
年
は
徳
之
島
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
「
赤
土
バ
レ

イ
シ
ョ
」
が
高
値
で
推
移
し
、
農
家
の
皆
様
方
に
と
っ
て
は
、
安

堵
感
が
あ
り
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
一

方
で
は
諸
物
価
の
値
上
げ
や
各
種
保
険
料
な
ど
の
上
昇
に
伴
い
、

家
計
は
、
一
層
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
町
財
政
も
厳
し
さ
が

増
し
、
硬
直
化
す
る
中
、
超
高
齢
化
社
会
と
人
口
減
少
問
題
を
克

服
す
べ
く
、
国
が
推
進
す
る
「
地
方
創
生
」
を
最
大
限
活
用
し
、

合
計
特
殊
出
産
率
２
．
81
％
と
日
本
一
を
誇
る
伊
仙
町
が
日
本
の

モ
デ
ル
地
区
と
し
て
更
に
発
展
す
る
事
が
望
ま
し
い
姿
で
あ
り
ま

す
。

　

さ
て
今
年
は
戦
後
70
周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

唯
一
、
我
が
町
で
は
、
犬
田
布
岬
に
慰
霊
塔
を
建
立
以
来
、
「
戦

艦
大
和
を
旗
艦
と
す
る
特
攻
艦
隊
戦
没
将
士
慰
霊
祭
」
を
毎
年
、

挙
行
し
戦
没
者
の
英
霊
を
慰
め
、
二
度
と
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い

あ
の
悲
惨
な
戦
争
体
験
を
後
世
に
語
り
継
ぎ
、
恒
久
平
和
を
希
求

す
る
と
と
も
に
、
ご
冥
福
を
祈
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
も
全
編
集
委

員
の
ご
協
力
で
日
々
研
鑽
を
重
ね
、
発
刊
の
た
び
に
充
実
し
て
参

り
ま
し
た
。
町
民
が
読
み
や
す
く
、
分
り
や
す
い
紙
面
構
成
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
暖
か
い
ご
理
解

と
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ
な
が

ら
、
編
集
後
記
と
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

（
文
責　

牧　

徳
久
）

議 会 だ よ り  い せ ん （ 1 2 ）

※　掲載されている行事以外にも、各種協議会及び集落行事等にも出席しておりますが、予めご了承下さい。

編
集
後
記

委
員
長
　
牧
　
　
徳
久

副
委
員
長
　
福
留
　
達
也

委
　
　
員
　
美
山
　
　
保

委
　
　
員
　
平
　
　
博
人

委
　
　
員
　
永
岡
　
良
一

議
会
広
報
編
集
委
員
会

徳之島３カ町議員
初の合同奉仕作業

　4月7に行われた「戦艦大和を旗艦とする特攻艦隊戦没将士慰霊祭」
を前に,4月2日に徳之島3カ町議会議員連絡協議会活動の一環として
「3カ町合同ボランティア」の提案から,初の取り組みで犬田布岬の美
化奉仕作業が行われました。
　「島は一つ」として3カ町一体となって取り組むことが重要であり
今後も,各町の主要催事などに持ち回りで活動をしていきたいと思いま
す。

１月
　　５日　成人式（ほーらい館）
　２０日　正副議長研修会（奄美会館２階中会議室）
　１６日　全員協議会（議会委員会室）
　２３日　徳之島３カ町議会議員連絡協議会役員会へ議長が出席　
　　　　（伊仙町議会委員会室）

２月
　　２日　春植え出発式に議長が出席（役場前）
　　２日　第５次伊仙町総合計画策定委員会に議長が出席
　　　　（中央公民館ホール）

　　４日　地方創生に関する講演会に議長が出席（ほーらい館）
　　６日　徳之島三カ町議会議員大会（ほーらい館）
　１３日　全員協議会（議会委員会室）
　１７日　第６６回定期総会（ホテルウェルビューかごしま）
　２６日　奄美群島広域事務組合他議会議長合同会に議長が出席　
　　　　（奄美市）
　２７日　伊仙町水道運営審議会に議長が出席
　　　　（選挙管理委員会会議室）

３月
　　１日　樟南第二高等学校卒業式に議長が出席（天城町）
　　２日　平成２７年　第１回伊仙町議会定例会告示
　　４日　議会運営委員会に議長が出席（議会委員会室）
　１０日　平成２７年第１回伊仙町議会定例会

議会の動き


